
（別紙３）

～ 2024年9月30日

（対象者数） 49 （回答者数）
42

～ 2024年9月30日

（対象者数） 10 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

校舎活用のプログラム(予定表)を作成する。

2

皆同じものではなくグループ毎に違う物の調理を行うことも

やっていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

学校への迎え後、本校舎に寄らずにそのまま活動に入ること

にも取り組んでいる。

2

活動自体が落ちいついて取り組めるよう、落ちついて過ごせ

るよう神長校を上手く活用して人数調整を行う。

3

校舎が２つあるため、人数を分けて支援ができる 活動に応じて校舎ごとに別れ、個人の能力に合わせての支援を

考えている。

食育に力を入れている 必要な食材の割り出しや買い物から子どもたちと行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

校舎が２つあるが、職員数や下校時刻等の問題もあり、上手く

活用できていない。

本校舎から少し距離がある。

使用する日、時間、使い方について、事前にもっとしっかり打

ち合わせをすればよい。

個室(落ち着ける場所)がない。 本校舎がワンフロアになっているため。

2024年9月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年11月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ひまわり袋井南中前校

○保護者評価実施期間
2024年9月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


